




















平成３０年度 本村スポーツ会館 自己評価表 

目標設定

の 視 点 
計画内容及び運営目標 

計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利用者 

サービス 

利用者アンケートの実施 

・２９年度の回収数以上を目標に、多くの意見を運営改善の参

考にします。 

   

声のポスト常設    

・利用者の声を日常的に把握し、月毎に回答を掲示します。    

ホームページ    

・閲覧が以前より増えている為、ニーズに合わせた情報を提供

します。 

   

業務運営 

自主事業    

・２９年度に実施した新規自主事業を近隣施設と連携し、利用

者の関心を高めて新規登録団体の増加につなげていきます。 

   

稼働率    

・引き続き稼働率９０％以上の運営に努めます。    

個人利用    

・個人利用者を増やし、登録団体利用に繋げていきます。    

備品    

・利用者の要望に応え、経費の節減に努めながら工夫し、必要

な場合は交換をして管理をします。 

   

職員育成 

研修の実施    

・職員・スタッフを対象とした、個人情報保護に関する研修、

人権研修、接遇対応の研修、救命講習会、防災訓練などを実

施します。 

   

財務 

増収    

・自動販売機を設置し、災害時の飲料確保と利用者と近隣の方

へのサービス向上も兼ねながら、増収を図ります。 

   

・利用者ニーズに合った新規自主事業を増やすことで、参加者    



の増加と増収に結びつけます。 

経費節減    

・修繕や備品購入では、複数の見積もりとコストパフォーマン

スを考慮します。 

・利用者への配慮を心がけつつ、節電・節水に努めます。 

   

その他 

旭区制５０周年に向けた施策 

・情報コーナーをリフォームし、見やすく手に取りやすい場所

にすることで、旭区の最新情報を利用者に広めていきます。 

・旭スポーツセンターなど近隣の施設と連携し、自主事業など、

より魅力的なサービスを実施します。 

・当会館 40周年記念事業を基盤にした内容を展開できるように

します。 

   

利用者等

の意見 

利用者の要望 

・利用者の意見を、声のポスト常設、利用者会議開催、利用者

アンケートの実施、掲示板で回答し、日々スタッフが直接応

対します。 

  

≪自己評価≫ 
Ａ：計画、目標を上回って実施 
Ｂ：計画、目標を保持して実施 
Ｃ：計画、目標を下回って実施 

※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 
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